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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　上端開口の容器体（Ａ）と、容器体口部へ気密に嵌合させたキャップ本体（Ｂ）と、上
端部をキャップ本体（Ｂ）上方へ突出させ、容器体（Ａ）内の収納物を吸引可能に設けた
弾性変形可能な吸引ノズル（Ｄ）と、吸引ノズル（Ｄ）の起立吸引可能状態と、吸引ノズ
ル（Ｄ）の先端部を折り曲げ閉塞して格納した状態との間の開閉が可能に設けた蓋板（Ｇ
）とを備えた飲料容器であって、吸引ノズル（Ｄ）外周のキャップ本体（Ｂ）上に回転可
能に装着した操作リング（Ｆ）に蓋板（Ｇ）を係合させるとともに、操作リング（Ｆ）の
回動で係合が解除する如く構成し、操作リング（Ｆ）の蓋板係止状態でキャップ本体（Ｂ
）頂部に設けた内圧調整孔（ｈ）が閉塞され、蓋板（Ｇ）係止解除のための操作リング（
Ｆ）回動時に内圧調整孔（ｈ）が開放される如く構成し、内圧調整孔（ｈ）をキャップ本
体（Ｂ）上に凹設した円弧状の案内凹溝（17）内に開口し、操作リング（Ｆ）下面所定位
置に突設して案内凹溝（17）内を摺動可能な栓突起（52）により内圧調整孔（ｈ）の閉塞
を行う如く構成し、蓋板（Ｇ）の係止状態から係止解除状態までの所定幅を操作リング（
Ｆ）が回動する如く構成したことを特徴とする飲料容器。
【請求項２】
　案内凹溝（17）内の長手方向中央部に内圧調整孔（ｈ）を開口し、内圧調整孔（ｈ）を
閉塞する第１栓突起（52a ）を案内凹溝（17）の一端部までの摺動が可能に構成するとと
もに、案内凹溝（17）の他端部に位置する第２栓突起（52b ）を内圧調整孔（ｈ）までの
摺動が可能に構成した請求項１記載の飲料容器。
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【請求項３】
　キャップ本体（Ｂ）の裏面に嵌着される環状部（40）と、環状部（40）から内方へ突設
した連結板部（41）を介してキャップ本体頂壁（11）に嵌着される内圧調整孔形成部（42
）とから成り、全体をシリコンゴムやエラストマーにより一体に形成したシール部材（Ｅ
）をキャップ本体（Ｂ）の裏面に設け、環状部（40）を容器体（Ａ）上面に圧接シールす
るとともに、内圧調整孔形成部（42）を構成する筒部（42a ）内の透孔を内圧調整孔（ｈ
）とした請求項１又は請求項２のいずれかに記載の飲料容器。
【請求項４】
　キャップ本体頂壁（11）上の所定位置と、蓋板（Ｇ）裏面の所定位置に、それぞれ吸引
ノズル（Ｄ）をジクザグに折り曲げる折り曲げ補助板（16），（65）を設けた請求項１乃
至請求項３のいずれかに記載の飲料容器。
【請求項５】
　蓋板（Ｇ）より垂設した枢着用突部（60）外面に係止用突条（62）を突設し、蓋板（Ｇ
）を所定角度開いた際に係止用突条（62）がキャップ本体外面に当接係止されて蓋板（Ｇ
）の所定開蓋角度での維持を可能に構成した請求項１乃至請求項４のいずれかに記載の飲
料容器。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は飲料容器に関し、詳しくは、吸引ノズル付きの液体収納飲料容器であって、幼
児、高齢者、成人向けの流動食やミルク、紅茶、更には競技者向けのスポーツ飲料等の吸
引に好適な飲料容器に関する。
【背景技術】
【０００２】
　この種の飲料容器では容器体内の内容物を吸引し易い反面、ミルク等を加熱して収納し
た場合、或いは真夏の高温雰囲気下にて使用する場合等には容器体内の空気が高圧化し、
蓋体を外した際に内容物が吸い出し口から溢れ出す虞れがある。
【０００３】
  この様な点を考慮して高まった内圧を減少させることができる飲料容器が提案されてい
る。（例えば、特許文献１参照）
【０００４】
　上記飲料容器は、上端開口の容器体と、容器体口部へ嵌合させたノズル付きキャップ本
体と、キャップ本体上に開閉可能に設けた蓋体とを備え、蓋体外方のキャップ本体に容器
体内と外部を連通する連通孔を形成し、蓋体の表面を移動可能に装着し且つ前記連通孔を
開閉可能に閉塞する閉塞栓を設けたことを特徴としている。
【特許文献１】特開２００５－２８０７１４公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　上記飲料容器は加熱した収納物や外気の温度変化により容器体内圧が上昇しても、使用
にあたり閉塞栓を連通孔より外せば減圧されてノズルから液が飛び出す等の不都合を確実
に防止できる優れたものであるが、使用者がうっかり閉塞栓を外すのを忘れる虞れもあり
、同状態で蓋体を開蓋した場合、ノズルからの液の飛び出しがあいかわらず発生してしま
う。本発明は上記した点に鑑みてなされたもので、一連の開蓋操作中に減圧処理を行えて
その操作を忘れることがなく、内容液が飛び出す等の不都合を確実に防止できる優れた飲
料容器を提案するものである。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明の飲料容器は、吸引ノズルにより収納液体の吸引を行えるとともに、吸引ノズル
を蓋板により折り曲げ閉塞して格納しておくことができる形態のものであり、内圧が上昇
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した場合には開蓋操作中に内圧を減少することができる内圧調整孔を備えている。
【０００７】
　キャップ本体上に回転可能に装着した操作リングを備えており、この操作リングにより
蓋板の係止と内圧調整孔の開閉を行える如く構成している。操作リングによる蓋板の係止
状態で内圧調整孔が閉塞されており、操作リングを回動させて蓋板の係止状態を解除する
際に内圧調整孔の閉塞を解除する如く構成している。
【０００８】
　内圧調整孔は少なくとも蓋板係止状態で閉塞されていればよいが、操作リングを回動さ
せて蓋板の係止を解除させた際に再び閉塞状態とすれば、容器体を斜めや転倒状態として
収納物を吸引しても吸引中に内圧調整孔から液が漏出するという不都合を防止できる。
【０００９】
　飲料容器を形成する材質としては主として合成樹脂を使用することを考慮しているが、
吸引ノズル部分或いは内圧調整孔を形成する部分はシリコンゴムやエラストマー等の柔軟
で弾力性に富む材質により形成すると良い。また容器体等はガラス等の他の材質を選択す
ることも可能である。
【００１０】
　第１の手段として、以下の通り構成した。即ち、上端開口の容器体Ａと、容器体口部へ
気密に嵌合させたキャップ本体Ｂと、上端部をキャップ本体Ｂ上方へ突出させ、容器体Ａ
内の収納物を吸引可能に設けた弾性変形可能な吸引ノズルＤと、吸引ノズルＤの起立吸引
可能状態と、吸引ノズルＤの先端部を折り曲げ閉塞して格納した状態との間の開閉が可能
に設けた蓋板Ｇとを備えた飲料容器であって、吸引ノズルＤ外周のキャップ本体Ｂ上に回
転可能に装着した操作リングＦに蓋板Ｇを係合させるとともに、操作リングＦの回動で係
合が解除する如く構成し、操作リングＦの蓋板係止状態でキャップ本体Ｂ頂部に設けた内
圧調整孔ｈが閉塞され、蓋板Ｇ係止解除のための操作リングＦ回動時に内圧調整孔ｈが開
放される如く構成し、内圧調整孔ｈをキャップ本体Ｂ上に凹設した円弧状の案内凹溝17内
に開口し、操作リングＦ下面所定位置に突設して案内凹溝17内を摺動可能な栓突起52によ
り内圧調整孔ｈの閉塞を行う如く構成し、蓋板Ｇの係止状態から係止解除状態までの所定
幅を操作リングＦが回動する如く構成した。
【００１３】
　第２の手段として、以下の通り構成した。即ち、前記第１の手段に於いて、案内凹溝17
内の長手方向中央部に内圧調整孔ｈを開口し、内圧調整孔ｈを閉塞する第１栓突起52a を
案内凹溝17の一端部までの摺動が可能に構成するとともに、案内凹溝17の他端部に位置す
る第２栓突起52b を内圧調整孔ｈまでの摺動が可能に構成した。
【００１４】
　第３の手段として、以下の通り構成した。即ち、前記第１の手段又は第２の手段のいず
れかの手段に於いて、キャップ本体Ｂの裏面に嵌着される環状部40と、環状部40から内方
へ突設した連結板部41を介してキャップ本体頂壁11に嵌着される内圧調整孔形成部42とか
ら成り、全体をシリコンゴムやエラストマーにより一体に形成したシール部材Ｅをキャッ
プ本体Ｂの裏面に設け、環状部40を容器体Ａ上面に圧接シールするとともに、内圧調整孔
形成部42を構成する筒部42a 内の透孔を内圧調整孔ｈとした。
【００１５】
　第４の手段として、以下の通り構成した。即ち、前記第１の手段乃至第３の手段のいず
れかの手段に於いて、キャップ本体頂壁11上の所定位置と、蓋板Ｇ裏面の所定位置に、そ
れぞれ吸引ノズルＤをジクザグに折り曲げる折り曲げ補助板16，65を設けた。
【００１６】
　第５の手段として、以下の通り構成した。即ち、前記第１の手段乃至第４の手段のいず
れかの手段に於いて、蓋板Ｇより垂設した枢着用突部60外面に係止用突条62を突設し、蓋
板Ｇを所定角度開いた際に係止用突条62がキャップ本体外面に当接係止されて蓋板Ｇの所
定開蓋角度での維持を可能に構成した。
【発明の効果】
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【００１７】
　本発明の飲料容器は、収納物の温度や外気の温度等の種々の原因により容器体Ａの内圧
が上昇した場合でも、使用に当たり操作リングＦを回動させて蓋板Ｇの係止を解除する際
に内圧調整孔ｈが開放されて減圧され、その結果、液が吸引ノズルＤから飛び出す等の不
都合を確実に防止できるものである。　
【００１８】
  蓋板Ｇの係止状態から係止解除状態までの所定幅を操作リングＦが回動する如く構成し
た場合には、蓋板Ｇの操作リングＦの係止及び係止解除が感触で判断でき、操作リングＦ
を不必要に回動させることもなく使い勝手が良い。
【００１９】
　内圧調整孔ｈをキャップ本体Ｂ上に凹設した円弧状の案内凹溝17内に開口し、操作リン
グＦ下面所定位置に突設して案内凹溝17内を摺動可能な栓突起52により内圧調整孔ｈの閉
塞を行う如く構成した場合には同様に操作リングＦの係止及び係止解除が感触で判断でき
、また、その構造を外部に露出せずに形成出来る利点がある。
【００２０】
　案内凹溝17内の長手方向中央部に内圧調整孔ｈを開口し、内圧調整孔ｈを閉塞する第１
栓突起52a を案内凹溝17の一端部までの摺動が可能に構成するとともに、案内凹溝17の他
端部に位置する第２栓突起52b を内圧調整孔ｈまでの摺動が可能に構成した場合には、一
旦開放した内圧調整孔ｈを再び閉塞させておくことができ、収納物の吸引に当たり容器体
Ａを傾ける等した際にそこから液が洩れる等の不都合を防止できる。
【００２１】
　キャップ本体Ｂの裏面に嵌着される環状部40と、環状部40から内方へ突設した連結板部
41を介してキャップ本体頂壁11に嵌着される内圧調整孔形成部42とから成り、全体をシリ
コンゴムやエラストマーにより一体に形成したシール部材Ｅをキャップ本体Ｂの裏面に設
け、環状部40を容器体Ａ上面に圧接シールするとともに、内圧調整孔形成部42を構成する
筒部42a 内の透孔を内圧調整孔ｈとした場合には、容器体Ａとキャップ本体Ｂとの接続部
分の良好なシール性を図れるとともに、内圧調整孔ｈも閉塞時により良好なシール性を図
れる。
【００２２】
　キャップ本体頂壁11上の所定位置と、蓋板Ｇ裏面の所定位置に、それぞれ吸引ノズルＤ
をジクザグに折り曲げる折り曲げ補助板16，65を設けた場合には、吸引ノズルＤが二箇所
で折り曲げられるため、吸引ノズルＤを介しての外部と容器体Ａ内とのシール性をより確
実に図ることができる。
【００２３】
　蓋板Ｇより垂設した枢着用突部60外面に係止用突条62を突設し、蓋板Ｇを所定角度開い
た際に係止用突条62がキャップ本体外面に当接係止されて蓋板Ｇの所定開蓋角度での維持
を可能に構成した場合には、開いた蓋板Ｇを所定の開蓋角度で係止させておくことができ
、吸引がより容易となる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２４】
　以下、本発明の実施例の形態を図面を参照して説明する。
【００２５】
　図１乃至図３は本発明の飲料容器１の一例を示すもので、飲料容器１は、容器体Ａと、
キャップ本体Ｂと、支持筒部材Ｃと、吸引ノズルＤと、シール部材Ｅと、操作リングＦと
、蓋板Ｇとを備えている。
【００２６】
　容器体Ａは、底壁周縁部より周壁３を立設した上端開口の有底筒状をなし、周壁３外周
上部にはフランジ４を突設し、フランジ４上方の周壁３外周にキャップ本体係止用の突条
または螺条を突設している。
【００２７】
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　キャップ本体Ｂは、下面にシール部材Ｅを固定し、内周に突条または螺条を周設した装
着筒10を周壁３外周に嵌合または螺合させて容器体Ａに装着している。また、装着筒10の
上端縁より延設した頂壁11の中央部には外周上部に係止突条12を突設した係止筒13を立設
している。係止筒13内の頂壁11には側面視Ｖ字形状に凹ませた凹部14を形成し、凹部14の
後部傾斜壁には吸引ノズルＤを挿通する透孔15を穿設している。また、凹部14の前方には
吸引ノズルＤの折り曲げを補助する折り曲げ補助板16を立設している。更に、係止筒13の
後部のキャップ本体頂壁11には、係止筒13に沿って円弧状の案内凹溝17を凹設している。
案内凹溝17の中央部には後述する内圧調整孔を形成するための窓孔18を穿設し、窓孔18周
縁より下方へ嵌合筒19を垂設している。また、頂壁11の後部には一対の軸受20を立設して
いる。
【００２８】
　支持筒部材Ｃは、透孔15を貫通して嵌合させた支持筒部30と、凹部14の後部傾斜壁裏面
に当接係止する支持板部31を備え、支持筒部30の外周先端部に突設した突条を透孔15周囲
の後部傾斜壁上面に係合させて装着している。そして、この支持筒部材Ｃに柔軟で弾力性
に富む材質で形成された吸引ノズルＤを嵌合して装着している。吸引ノズルＤは先端を傾
斜状態で頂壁上方へ突設して装着される。この場合の吸引ノズルＤは吸上げパイプと一体
に形成し、その下端を容器体Ａ内下部に垂下させている。吸引ノズルＤと吸上げパイプと
は別に形成してそれぞれ端部を支持筒部30に嵌着する如く構成しても良い。
【００２９】
　シール部材Ｅは、柔軟で弾力性に富む材質であるシリコンゴムやエラストマーにより形
成し、キャップ本体Ｂの頂壁11の裏面周縁部に嵌着した環状部40と、環状部40の所定位置
より内方へ突設した連結板部41を介して窓孔18に嵌着させた内圧調整孔形成部42とを備え
ている。内圧調整孔形成部42は、嵌合筒19内に嵌合させて窓孔18内下部に上端を開口した
筒部42a と、筒部42a の外周下端部より外方ヘ延設したフランジ42b を介して嵌合筒19外
周に嵌合させた嵌合筒部42c とから構成している。環状部40は下面を容器体Ａの周壁３上
端縁に密接させてこの部分の気密性を図り、また、筒部42a 内の透孔を内圧調整孔ｈとし
て構成している。筒部42a の上端は半球状に形成し、その先端面が案内凹溝17の底面と同
じかやや突出した状態に位置させている。
【００３０】
　操作リングＦは、キャップ本体Ｂに対して回転可能に装着したものであり、縦断面形状
が外方へ突出する半円形状をなし、その内面下端縁より内方へフランジ部50を延設し、フ
ランジ部50の先端より、係止筒13の係止突条12下面に回動可能に係合させる係合突条51を
突設している。フランジ部50下面の後部所定位置には半球状の一対の栓突起52を突設して
いる。蓋板Ｇの係止状態で、各栓突起52の一方は内圧調整孔ｈを閉塞している第１栓突起
52a であり、他方は案内凹溝17の一端部に位置している第２栓突起52b である。従って、
第１栓突起52a が内圧調整孔ｈを閉塞しているこの状態から操作リングＦを回動させると
当初第１栓突起52a により内圧調整孔ｈの閉塞が解除され、第１栓突起52a が案内凹溝17
の他端部に至った蓋体Ｇの係止解除状態では第２栓突起52b が内圧調整孔ｈを閉塞する如
く構成している。また、内周上端縁より内方へ蓋板Ｇを係止するための係止突片53を突設
している。係止突片53は周方向等間隔に４箇所突設している。
【００３１】
　蓋板Ｇは、後部裏面より下方へ垂設した枢着用突部60の両外面より突設した軸61を軸受
20に軸着して開閉可能にキャップ本体Ｂに装着している。また、枢着用突部60の後面所定
に係止用突条62を横設しており、開蓋の際にこの係止用突条62がキャップ本体頂壁11に圧
接して蓋板Ｇの開蓋状態を維持する如く構成している。また、裏面より垂設した筒状部63
外面に操作リングＦと係合させるための係合突片64を突設している。係合突片64は周方向
等間隔に四箇所突設している。また、キャップ本体Ｂに設けた折り曲げ補助板16前方の蓋
板Ｇ裏面所定位置から、折り曲げ補助板65を垂設している。尚、図示例では蓋板Ｇを二部
材で形成している。　
【００３２】
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　上記の如く構成した飲料容器１は、図１の状態では、蓋板Ｇが操作リングＦに係止され
ており、その下面に吸引ノズルＤが折り曲げ閉塞して格納されている。この際、図３に示
す如く、操作リングＦの各係止突片53が蓋板Ｇの各係合突片64と係合して閉蓋状態を維持
している。また、第１栓突起52a は内圧調整孔ｈを閉塞しており、第２栓突起52b は第２
図に於ける案内凹溝17内の上方の端部に位置している。
【００３３】
　この状態から操作リングＦを時計廻りに回動させると第１栓突起52a が内圧調整孔ｈよ
り外れて開放し、この際内圧が高まっていれば内圧調整孔ｈから減圧される。第１栓突起
52a が案内凹溝17の第２図に於ける下方端部に到達すると、第２栓突起52b が再び内圧調
整孔ｈを閉塞する。この際、図４に示す如く、係止突片53が回動して係合突片64の係合が
解除する。
【００３４】
　次いで蓋板Ｇを開けば折り曲げられた吸引ノズルＤが弾性復元力により真っ直ぐに復元
して収納物の吸引が可能となる。この際、蓋板Ｇの係止用突条62がキャップ本体Ｂの頂壁
11上面に圧接係止され、図１の二点鎖線で示す如き開蓋状態で係止される。尚、キャップ
本体Ｂの頂壁11に係止用突条62が係合する凹部や乗り越え係合する突起などを設けること
もできる。
【００３５】
　使用後は蓋板Ｇを閉じ、操作リングＦを反時計廻りに回動させると、各係止突片53が各
係合突片64と係合して蓋板Ｇが係止され、また、第１栓突起52a が内圧調整孔ｈを閉塞す
るとともに、第２栓突起52b が第２図上方の案内凹溝17端部に移行する。
【００３６】
　図６は他の例を示し、図１の例に於いて軸受20の高さを高く形成し、また、蓋板Ｇの枢
着用突部をなくし蓋板Ｇの後端部に於いて軸61を突設して軸受20に軸着した形態を示す。
この場合には蓋板Ｇを大きな開蓋角度で開くことができる。その他は図１の例と同様であ
るため、同符号を付して説明を省略する。
【図面の簡単な説明】
【００３７】
【図１】飲料容器の要部縦断面図である。（実施例１）
【図２】飲料容器のキャップ本体の平面図である。（実施例１）
【図３】飲料容器の蓋板の係止操作を説明する説明図である。（実施例１）
【図４】飲料容器の蓋板の係止操作を説明する説明図である。（実施例１）
【図５】飲料容器の要部正面図である。（実施例１）
【図６】飲料容器の要部縦断面図である。（実施例２）
【符号の説明】
【００３８】
　１…飲料容器
　　Ａ…容器体
　　　３…周壁，４…フランジ
　　Ｂ…キャップ本体
　　　10…装着筒，11…頂壁，12…係止突条，13…係止筒，14…凹部，15…透孔，
　　　16…折り曲げ補助板，17…案内凹溝，18…窓孔，19…嵌合筒，20…軸受
　　Ｃ…支持筒部材
　　　30…支持筒部，31…支持板部
　　Ｄ…吸引ノズル
　　Ｅ…シール部材
　　　40…環状部，41…連結板部，42…内圧調整孔形成部，42a …筒部，
　　　42b …フランジ，42c …嵌合筒部，ｈ…内圧調整孔
　　Ｆ…操作リング
　　　50…フランジ部，51…係合突条，52…栓突起，52a …第１栓突起，
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　　　52b …第２栓突起，53…係止突片
　　Ｇ…蓋板
　　　60…枢着用突部，61…軸，62…係止用突条，63…筒状部，64…係合突片，
　　　65…折り曲げ補助板

【図１】 【図２】

【図３】
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【図５】

【図６】
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